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私・加藤尚彦と代表は、東大大学院修士を卒業した直後、会う機会がありました。 

すでに同代表は、日本語の読み書き・会話は優れておりました。 

私との会話の出だしは、代表発言は、日印のグローバル・パートナーシップを結ぶ 

こと。経済だけでなく文化、教育等、全ゆる関係を良好にしたい。 

そして、インドで日本語ができる最初の大統領になる、と勢いと天分が印象的でした。

以来親しい関係を続けております。 

森元総理、鳩山前総理、石川好さん等の紹介。ＮＰＯ法人インドセンター設立提案を

しました。 

ビバウ代表の日本のお父さん役をしてまいりました。 

2011年 9月 5日、6日、7日の 3日間は同代表の集大成となります。 

これからの日本は、日アセアン、日米、日印、日中、日伯のパートナーシップを最重

要課題として理解を大きくしなくてはなりません。 

加えてＢＲＩＣＳ、北東アジアの尚一層の認識を持たなくてはなりません。 

その意味で、今日の日印グローバル・パートナーシップ・サミットの成功は、今後の

日本の外交戦略のスタートとなります。 

何卒皆様には積極的参加を切望して止みません。 

2011年 7月 8日 
インドセンター創立理事 
加藤尚彦 


